
三
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李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

市
川
桃
子

一
、
は
じ
め
に

　

白
帝
城
は
三
峽
の
瞿
塘
峽
の
西
、
今
の
四
川
省
奉
節
縣
に
あ
り
、
李
白
の
當
時

は
高
い
山
の
上
に
あ
っ
た
。『
荊
州
圖
記
』
に
い
う
。

　
「
白
帝
城
、
西
臨
大
江
。
東
南
高
二
百
丈
、
西
北
高
一
千
丈
（
白
帝
城
、
西
の
か

た
大
江
に
臨
む
。
東
南
は
高
さ
二
百
丈
、
西
北
は
高
さ
一
千
丈
）。」（『
太
平
御
覽
』
卷
一

百
九
十
二（

（
（

）

　

江
陵
は
荊
州
と
も
い
い
、
現
在
の
湖
北
省
江
陵
縣
で
あ
る
が
、
當
時
は
長
江
に

臨
ん
だ
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。「
早
發
白
帝
城
」
は
、
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
の

航
程
を
詠
じ
る
詩
で
あ
る
。

早
發
白
帝
城　
　
　

早
に
白
帝
城
を
發
す　
　

李
白

朝
辭
白
帝
彩
雲
間　
　

朝
に
辭
す　
白
帝
彩
雲
の
間

千
里
江
陵
一
日
還　
　

千
里
の
江
陵　
一
日
に
し
て
還
る

兩
岸
猿
聲
啼
不
盡　
　

兩
岸
の
猿
聲　
啼
き
て
盡
き
ざ
る
に

輕
舟
已
過
萬
重
山　
　

輕
舟　
已
に
過
ぐ　
萬
重
の
山（

（
（

　

あ
さ
、
朝
燒
け
に
包
ま
れ
た
白
帝
城
を
出
發
し
て
、
千
里
の
か
な
た
の
江

陵
ま
で
、
一
日
で
歸
っ
て
き
た
。
そ
の
途
中
、
兩
岸
か
ら
は
猿
の
鳴
き
聲
が

い
つ
ま
で
も
聞
こ
え
て
い
た
が
、
輕
々
と
ゆ
く
舟
は
、
た
た
な
わ
る
山
並
み

を
も
う
通
り
過
ぎ
て
い
た
。

　

三
峽
の
千
里
、
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
一
氣
に
一
日
で
走
り
下
る
。
そ
の
間
、

兩
側
か
ら
は
、
三
峽
に
棲
む
猿
の
高
く
長
く
引
く
聲
が
聞
こ
え
て
く
る
。
多
く
の

重
な
る
山
々
が
兩
側
か
ら
廹
る
中
を
、
輕
く
飛
ぶ
よ
う
な
船
が
走
る
。
素
晴
ら
し

い
ス
ピ
ー
ド
感
で
あ
る
。
李
白
の
名
作
の
一
つ
と
さ
れ
る（

（
（

。

　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
時
期
に
關
し
て
議
論
が
あ
る
。
そ
の
議
論
は
、

松
浦
友
久
編
『
唐
詩
解
釋
辭
典（

（
（

』
に
整
理
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
借
り
て
こ
こ

に
載
せ
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
五
つ
の
說
が
あ
る
。

Ａ　

早
年
、
作
者
が
は
じ
め
て
蜀
を
出
て
三
峽
を
下
っ
た
時
の
作
品
。

Ｂ　

晚
年
、
永
王
の
亂
に
加
擔
し
た
こ
と
か
ら
、
罪
を
得
て
夜
郞
に
流
さ
れ
る
途

中
、
赦
免
に
遇
っ
て
三
峽
か
ら
江
陵
に
歸
る
時
の
作
品
。

Ｃ　

安
陸
時
代
（
二
十
七
歲
こ
ろ
よ
り
約
十
年
の
間
）
三
峽
で
遊
覽
し
て
歸
る
時
の

作
品
。

Ｄ　

開
元
年
間
、
二
度
目
に
蜀
を
出
て
、
安
陸
の
家
に
歸
る
時
の
作
品
。

Ｅ　

Ａ
と
Ｂ
、
い
ず
れ
の
時
期
と
も
特
定
で
き
な
い
。

　

Ａ
と
Ｂ
が
主
な
說
で
あ
る
。
Ａ
說
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
初
め
て
離
れ
る
と
き
の
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鄕
愁
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う（

（
（

。
Ｂ
說
で
は
、
主
に
「
還
」
字
に
着
目
し
て
論
を
立

て
る（

（
（

。
Ｃ
說
は
、
李
白
が
故
鄕
を
出
て
以
降
、
再
び
三
峽
に
行
っ
て
遊
ん
だ
こ
と

が
あ
る
と
す
る（

（
（

。
Ｄ
說
は
、
李
白
が
蜀
の
故
鄕
を
出
て
か
ら
ま
た
故
鄕
に
戾
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
す
る（

（
（

。
Ｅ
說
は
、「
還
」
の
一
字
で
は
、
Ａ
Ｂ
說
の
ど
ち
ら
か
に

は
決
ま
ら
な
い
と
す
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
說
は
い
ず
れ
も
、
李
白
が
實
體
驗
に
基
づ
い
て
こ
の
作
品

を
作
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
暗
默
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
說
は
、
初
め
て
三
峽
を
通
っ
た
と
き
の
驚
き
と
鄕
愁
に
よ
っ
て
、
Ｂ
說
は
、

恩
赦
に
あ
っ
た
喜
び
に
よ
っ
て
、
Ｃ
・
Ｄ
說
は
、
幾
度
か
三
峽
を
通
っ
た
と
き
の

實
感
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
、
と
考
え
て
い
る
。

　

議
論
は
、
船
旅
の
途
中
で
作
っ
た
か
、
船
旅
を
終
え
て
か
ら
作
っ
た
か
、
と
い

う
問
題
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
前
提
を
再
考
す
る
所
か
ら
檢
討
を
始
め
た
い
。

二
、『
水
經
註
』
に
よ
る
考
察

　

淸
・
王
琦
㊟
『
李
太
白
全
集
』
の
本
詩
の
㊟
に
、
北
魏
・
酈
衟
元
『
水
經
㊟
』

卷
三
十
四
「
江
水（

（1
（

」
の
白
帝
付
近
に
つ
い
て
の
記
事
が
引
か
れ
て
い
る（
（1
（

。『
水
經

㊟
』
は
紀
元
五
～
六
世
紀
に
作
ら
れ
た
河
川
に
つ
い
て
の
地
誌
で
、
樣
々
な
川
に

つ
い
て
、
周
邊
の
風
景
や
町
の
名
前
、
流
れ
て
い
く
方
向
や
距
離
な
ど
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
記
事
は
多
く
の
近
人
の
㊟
釋
に
引
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

「
自
三
峽
七
百
里
中
、
兩
岸
連
山
、
略
無
闕
處
。
重
巖
疊
嶂
、
隱
天
蔽
日
、

自
非
停
午
夜
分
、
不
見
曦
⺼
。
至
于
夏
水
襄
陵
、
沿
泝
阻
絕
。
或
王
命
急
宣
、

㊒
時
朝
發
白
帝
、
暮
到
江
陵
。
其
間
千
二
百
里
、
雖
乘
奔
御
風
、
不
以
疾
也
。

春
冬
之
時
、
則
素
湍
綠
潭
、
迴
淸
倒
影
、
絕
巘
多
生
怪
柏
、
懸
泉
瀑
布
、
飛

漱
其
間
。
淸
榮
峻
茂
、
良
多
趣
味
。
每
至
晴
初
霜
旦
、
林
寒
澗
肅
、
常
㊒
高

猿
長
嘯
、
屬
引
淒
異
、
空
谷
傳
响
、
哀
轉
久
絕
。
故
漁
者
歌
曰
、
巴
東
三
峽

巫
峽
長
、
猿
鳴
三
聲
淚
沾
裳
。」

　

李
白
「
早
發
白
帝
城
」
と
『
水
經
㊟
』
の
記
事
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

李
白
「
早
發
白
帝
城
」
題
名
及
び
第
一
句
と
第
二
句
で
あ
る
。

『
水
經
㊟
』「
或
王
命
急
宣
、
㊒
時
、
朝
發
白
帝
、
暮
到
江
陵
、
其
間
千
二
百

里
、
雖
乘
奔
御
風
、
不
以
疾
也
（
或
い
は
王
命
急
に
宣
ぶ
れ
ば
、
時
㊒
り
て
、
朝

に
白
帝
を
發
し
、
暮
に
は
江
陵
に
到
る
、
其
の
間
千
二
百
里
、
奔
に
乘
り
風
を
御
す

と
雖
も
、
以
っ
て
疾
し
と
せ
ざ
る
な
り
）。」（
王
の
命
令
が
た
だ
ち
に
下
り
た
と
き

に
は
、
時
に
は
、
朝
、
白
帝
を
出
發
す
る
と
、
暮
に
は
江
陵
に
着
く
。
そ
の
間
、
千

二
百
里
。
た
と
え
奔
馬
に
乘
り
風
を
御
す
と
し
て
も
、
こ
の
舟
よ
り
速
い
と
は
し
な

い
。）（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
。）

　

李
白
詩
の
題
名
「
早
發
白
帝
城
」
及
び
第
一
句
冒
頭
「
朝
辭
白
帝
」
は
、『
水

經
㊟
』
に
あ
る
「
朝
發
白
帝
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

李
白
第
二
句
「
千
里
江
陵
一
日
還
」
に
つ
い
て
。『
水
經
㊟
』
で
は
「
千
二
百

里
」
で
、
李
白
の
詩
で
は
短
く
「
千
里
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
詩
の
リ
ズ
ム

か
ら
の
變
更
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
李
白
の
詩
で
は
「
一
日
」
と
あ
る
が
、
夜
に
航

行
す
る
の
は
危
險
な
の
で
、
一
日
と
い
っ
て
も
朝
か
ら
翌
日
の
朝
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、「
朝
か
ら
暮
ま
で
」
の
半
日
、
す
な
わ
ち
、『
水
經
㊟
』
と
同
じ
意
味
だ

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

李
白
の
第
一
句
「
朝
辭
白
帝
彩
雲
間
」
の
「
彩
雲
」
と
い
う
言
葉
は
『
水
經

㊟
』
に
は
な
い
が（

（1
（

、
他
は
、
兩
者
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
李

白
の
「
千
里
を
一
日
で
還
る
」
と
い
う
句
は
、
李
白
の
大
げ
さ
な
表
現
で
は
な
く
、

『
水
經
㊟
』
に
記
錄
と
し
て
殘
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、『
水
經
㊟
』
と
李
白
の
第
三
句
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

『
水
經
㊟
』「
常
㊒
高
猿
長
嘯
、
屬
引
淒
異
、
空
谷
傳
响
、
哀
轉
久
絕
（
常
に
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高
猿
の
長
嘯
す
る
㊒
り
、
屬
引
淒
異
に
し
て
、
空
谷
に
傳
わ
り
响
き
、
哀
轉
し
久
し

く
し
て
絕
ゆ
）。」（
い
つ
も
猿
が
い
て
口
笛
を
吹
く
よ
う
に
長
く
鳴
き
、
そ
の
鳴
き

聲
は
長
く
續
い
て
常
な
ら
ず
凄
慘
で
、
深
い
谷
に
傳
わ
っ
て
响
き
、
哀
し
げ
な
鳴
き

聲
が
何
度
も
こ
だ
ま
し
て
、
い
つ
ま
で
も
响
い
て
か
ら
、
消
え
て
い
く
。）

　

李
白
の
第
三
句
「
兩
岸
猿
聲
啼
不
盡
」
は
、
や
は
り
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
を

要
約
し
て
述
べ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。『
水
經
㊟
』
を
參
考
に
し
て
解
釋
す

れ
ば
、
李
白
の
句
で
「
猿
聲
啼
き
て
盡
き
ず
」
と
い
う
の
は
、
屬
引
、
す
な
わ
ち

猿
の
聲
自
體
が
長
く
尾
を
引
く
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
が
谷

に
何
度
も
こ
だ
ま
す
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
聲
が
消
え
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る（

（1
（

。

　

次
に
、『
水
經
㊟
』
と
李
白
第
四
句
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

『
水
經
㊟
』「
自
三
峽
、
七
百
里
中
、
兩
岸
連
山
、
略
無
闕
處
。
重
巖
疊
嶂
、

隱
天
蔽
日
（
三
峽
自
り
、
七
百
里
中
、
兩
岸
の
連
山
、
略
ぼ
闕
く
る
處
無
し
。
重
巖

疊
嶂
、
天
を
隱
し
日
を
蔽
う
）。」（
三
峽
か
ら
の
七
百
里
の
中
、
兩
岸
の
連
山
は
、

ほ
ぼ
山
が
途
絕
え
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
重
な
る
巖
、
た
た
な
わ
る
峰
が
、
天
を
隱
し

太
陽
を
蔽
う
。）

　

李
白
第
四
句
「
輕
舟
已
過
萬
重
山
」
に
あ
る
「
萬
重
の
山
」
と
は
、
兩
岸
七
百

里
も
續
く
連
山
、『
水
經
㊟
』
に
い
う
「
重
巖
疊
嶂
」
の
こ
と
で
、
李
白
の
こ
の

句
は
、
そ
の
七
百
里
を
拔
け
て
平
野
に
出
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
詩
と
、
魏
・
酈
衟
元
『
水
經
㊟
』
の

記
事
と
を
照
合
す
る
と
、
第
一
に
、
共
通
の
語
が
多
く
、
第
二
に
、
出
發
、
航
程
、

猿
、
連
山
と
、
共
通
の
場
面
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
第
三
に
、『
水
經
㊟
』
に
よ

っ
て
李
白
の
詩
が
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、
李
白
の
こ
の
詩
は
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
李
白
が
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
見
た
こ
と
も
な
く
、
本

詩
が
『
水
經
㊟
』
の
記
事
と
は
全
く
關
係
な
く
、
實
感
の
み
で
作
ら
れ
た
、
と
は

考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

三
、
體
驗
に
つ
い
て
の
考
察

　

で
は
次
に
、
李
白
が
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
一
日
で
下
っ
た
體
驗
が
あ
っ
た
か
、

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
『
水
經
㊟
』
に
よ
れ
ば
、
千
二
百
里
、
六
百
キ
ロ
を
、
一
日
で
船
が
走
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど

の
船
で
も
六
百
キ
ロ
を
一
日
で
走
り
拔
け
た
わ
け
で
は
な
い
。「
王
命
急
宣
」
と

あ
る
か
ら
、
王
の
命
令
で
特
別
に
速
く
船
を
走
ら
せ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
王
命
急
宣
」
に
つ
い
て
は
、
西
晉
・
木
華
「
海
賦
」（『
文
選
』
卷
十
二（
（1
（

）
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

「
若
乃
偏
荒
速
吿
、
王
命
急
宣
、
飛
駿
鼓
楫
、
汎
海
淩
山
（
若
し
乃
ち
偏
荒
速

や
か
に
吿
げ
、
王
命
急
に
宣の

れ
ば
、
駿
を
飛
ば
し
楫か
い

を
鼓こ

し
、
海
に
汎
び
山
を
淩

ぐ
）。」（
邊
境
の
地
か
ら
急
報
が
あ
り
、
王
の
命
令
が
た
だ
ち
に
下
れ
ば
、
馬
を
飛

ば
し
、
か
い
を
叩
く
よ
う
に
漕
い
で
、
海
を
わ
た
り
山
を
越
え
る
。）

　

都
か
ら
遠
い
僻
地
で
急
變
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
速
や
か
に
報
吿
す
る
よ
う
に

と
の
王
命
が
下
り
、
海
を
こ
え
山
を
こ
え
て
、
馬
を
飛
ば
し
、
櫂
を
漕
ぐ
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
船
は
、
急
事
を
命
が
け
で
傳
え
る
よ
う
な
と
き
に
出
る
の
で
あ

っ
て
、
平
時
に
出
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
れ
も
、
い
つ
も
一
日
で
白
帝
か
ら
江
陵
に
行
け
た
わ
け
で
は
な
く
、『
水
經

㊟
』
に
「
㊒
時
（
時
に
は
）」
と
あ
る
か
ら
、
條
件
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
は
一
日
で

白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
船
が
走
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
量
が
多
い
季
節
、

晴
れ
て
い
て
、
追
い
風
が
吹
き
、
隱
れ
た
岩
を
避
け
る
腕
の
良
い
船
員
が
い
て
、

命
知
ら
ず
の
屈
强
な
漕
ぎ
手
が
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
命
が
け
で
行
け



李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

三
三

と
命
じ
ら
れ
れ
ば
一
日
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

李
白
が
、
蜀
か
ら
出
て
く
る
と
き
で
も
、
三
峽
に
遊
び
に
行
っ
て
江
陵
に
戾
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
蜀
の
故
鄕
に
戾
っ
て
か
ら
江
陵
に
歸
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
は
赦
免
に
よ
っ
て
戾
る
と
き
で
も
、「
王
命
」
も
な

い
の
に
そ
の
よ
う
な
快
速
船
に
乘
り
、
た
ま
た
ま
『
水
經
㊟
』
と
同
じ
よ
う
に
白

帝
城
か
ら
江
陵
ま
で
行
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

常
識
的
に
考
え
て
、
あ
り
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
傍
證
と
し
て
、
同
時
代
の
杜
甫
「
最
能
行（

（1
（

」
に
次
の
句
が
あ
る
。

峽
中
丈
夫
絕
輕
死　

峽
中
の
丈
夫　
絕は
な
は

だ
死
を
輕
ん
じ

少
在
公
門
多
在
水　

少
な
く
公
門
に
在
り　
多
く
水
に
在
る
（
略
）

欹
帆
側
柂柂
入
波
濤　

帆ほ

を
欹そ
ば
だ

て
柂柂か
じ

を
側か
た
む

け
て
波
濤
に
入
り

撇
旋
梢
濆
無
險
阻　

旋う
ず

を
撇う

ち
濆ふ
ん

に
梢か
じ

し
て
險
阻
無
し

朝
發
白
帝
暮
江
陵　

朝
に
白
帝
を
發
し
暮
に
は
江
陵

頃
來
目
擊
信
㊒
徵　

頃
來
目
擊
す
る
に
信
に
徵
㊒
り

　

杜
甫
の
こ
れ
ら
の
句
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　

杜
甫
も
、「
朝
發
白
帝
、
暮
到
江
陵
」
と
い
う
記
事
を
、『
水
經
㊟
』
か
、
あ
る

い
は
他
の
本
で
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
杜
甫
も
、「
朝
發
白
帝
、
暮
到
江
陵
」

と
い
う
體
驗
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
頃
來
目
擊
信
㊒
徵
」
と
言

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
杜
甫
は
、「
命
知
ら
ず
の
水
夫
の
樣
子
」
を

「
徵
」
と
し
て
「
朝
發
白
帝
暮
江
陵
」
の
句
が
本
當
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
こ
と
に

な
る
。
實
際
に
一
日
で
到
着
し
た
、
と
い
う
體
驗
を
述
べ
る
句
で
は
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
つ
ぎ
の
三
點
が
言
え
る
。
李
白
も
杜
甫
も
、
第
一
に
、「
朝
發
白

帝
、
暮
到
江
陵
」
と
い
う
句
を
知
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
自
分
で
は
「
朝
發
白
帝
、

暮
到
江
陵
」
と
い
う
體
驗
を
し
た
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
第
三
と
し
て
、
典

故
が
あ
る
こ
と
だ
し
、「
時
に
は
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
一
日
で
行
く
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
。

四
、
傳
記
か
ら
の
考
察

　
「
早
發
白
帝
城
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
、
も
っ
と
も
㊒
力
と
考
え
ら
れ
て

い
る
說
は
Ｂ
說
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
實
際
に
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
下
っ

た
體
驗
は
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

李
白
が
恩
赦
の
令
を
受
け
た
の
は
、
次
の
作
品
に
よ
っ
て
、「
巫
山
陽
」
で
あ

る
と
わ
か
る
。

自
漢
陽
病
酒
歸
寄
王
明
府
（
漢
陽
自
り
酒
に
病
み
て
歸
り
王
明
府
に
寄
す（
（1
（

）

（
冒
頭
四
句
）　　
　

李
白

去
歲
左
遷
夜
郞
衟　
　

去
歲　
左
遷
す　
夜
郞
の
衟

琉
璃
硯
水
長
枯
槁　
　

琉
璃
の
硯
水　
長
く
枯
槁
す

今
年
勅
放
巫
山
陽　
　

今
年　
勅
放
す　
巫
山
の
陽

蛟
龍
筆
翰
生
輝
光　
　

蛟
龍
筆
翰　
輝
光
を
生
ず

　

恩
赦
の
令
を
船
の
航
行
中
に
受
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
受
け
取
っ
た
の
は

「
巫
山
陽
」、
す
な
わ
ち
巫
山
の
南
に
あ
る
役
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
代
の
地
圖
を
參
照
す
る
と
、
白
帝
城
は
巫
山
か
ら
三
十
數
キ
ロ
上
流
で
あ
る
。

巫
山
か
ら
白
帝
ま
で
は
、
相
當
の
距
離
を
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

李
白
は
「
上
三
峽（

（1
（

」
と
い
う
詩
を
作
り
、「
三
朝
上
黃
牛
、
三
暮
行
太
遲
（
三

朝
黃
牛
を
上
り
、
三
暮
行
く
こ
と
太
だ
遲
し
）」
と
歌
っ
て
い
る
。
黃
牛
は
三
峽
に
あ

る
山
の
名
。
三
峽
を
上
る
と
き
、
三
日
間
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
黃
牛
山
を
通
り

過
ぎ
た
と
い
う
。
エ
ン
ジ
ン
も
蒸
氣
機
關
も
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
三
峽
の
よ
う

な
急
流
を
遡
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
勞
力
を
要
し
た
。
岸
か
ら
人
が
引
っ
張
っ
て

上
げ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
思
い
で
三
峽
を
遡
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

巫
山
の
南
で
恩
赦
に
あ
い
、
さ
ら
に
何
十
キ
ロ
も
遡
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
白
帝
ま
で
行
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っ
て
か
ら
東
に
還
る
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
恩
赦
に
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
一
日
も
早
く
下
っ
て
歸
り
た
い
と
思
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

左
遷
後
に
限
ら
ず
、
李
白
の
生
涯
を
通
じ
て
李
白
が
白
帝
に
滯
在
し
た
こ
と
を

示
す
明
確
な
詩
文
は
殘
っ
て
い
な
い
。
巫
山
に
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
李
白
「
古

風
五
十
九
首
」
の
五
十
八
（
我
行
巫
山
渚（
（1
（

）
な
ど
の
詩
に
見
ら
れ
る
。

　

恩
赦
を
受
け
て
後
、
漢
陽
、
江
夏
、
巴
陵
、
洞
庭
湖
に
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
次
の
作
品
か
ら
知
ら
れ
る
。「
自
漢
陽
病
酒
歸
寄
王
明
府
」、「
江
夏
寄
漢
陽

輔
錄
事（

（2
（

」、「
巴
陵
贈
賈
舍
人（
（2
（

」、「
陪
族
叔
刑
部
侍
郞
瞱瞱
及
中
書
賈
舍
人
至
遊
洞

庭（
（2
（

」。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
、
江
陵
（
荊
州
）
に
滯
在
し
た
こ
と
を
示
す
詩
文
は
、

管
見
す
る
と
こ
ろ
、
見
當
た
ら
な
い
。
ま
し
て
、
恩
赦
を
受
け
て
よ
う
や
く
三
峽

を
脫
し
て
江
陵
に
戾
り
着
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
作
品
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
制
作
時
期
に
關
し
て
Ｂ
說
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
上
記
の
こ
と

は
、
は
じ
め
て
蜀
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
Ａ
說
に
つ
い
て
も
、
物
見
遊
山
で
あ
っ

た
Ｃ
Ｄ
說
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
蜀
か
ら
下
っ
た
若
い
頃
に
、
あ
る

い
は
三
峽
に
遊
ん
だ
と
き
に
、
王
命
に
よ
る
命
を
か
け
た
快
速
船
に
乘
っ
て
白
帝

か
ら
江
陵
ま
で
三
峽
を
下
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
し
、
ま
た
、
本
詩
を
の
ぞ
け
ば
、

そ
の
こ
と
を
示
す
詩
文
も
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
も
、
無
い
こ
と
を
證
明
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
本
章
で
は
、
傳
記
や
詩
文
か
ら
見
た
時
、
Ａ
說
か
ら
Ｃ
說
ま
で
を
論
證
す

る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

　

さ
て
こ
れ
ま
で
、
李
白
「
早
發
白
帝
城
」
は
、
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
の
實
體
驗

を
述
べ
た
可
能
性
は
小
さ
い
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ

の
作
品
は
、
三
峽
下
り
の
船
の
中
で
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
で
も
、
作
ら
れ
た
可

能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

制
作
の
時
期
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
。

五
、
發
想
の
時
期
―
語
彙
に
よ
る
考
察

　

上
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、
李
白
が
白
帝
に
滯
在
し
た
こ
と
を
示
す
詩
文
は
見
當

た
ら
な
い
が
、「
白
帝
」
と
い
う
言
葉
を
詠
み
込
ん
だ
作
品
は
い
く
つ
か
見
ら
れ

る（
（2
（

。

　

そ
の
中
で
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
作
品
の
制
作
時
期
が
わ
か
る
「
爲
宋
中
丞
請
都

金
陵
表
」「
竄
夜
郞
於
烏
江
留
别
宗
十
六
璟
」「
留
别
龔
處
士
」
三
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
も
、
ま
ず
「
爲
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
」
に
㊟
目
し
た
い
。

　

至
德
二
載
、
李
白
は
永
王
璘
の
軍
隊
に
參
加
し
た
た
め
に
尋
陽
の
獄
に
入
れ
ら

れ
、
御
史
中
丞
宋
若
思
と
宣
慰
大
使
崔
渙
の
取
り
調
べ
に
よ
っ
て
釋
放
さ
れ
、
出

獄
し
て
宋
若
思
の
幕
府
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
上
表
文
は
、
李
白
が
宋
若
思
に
代

わ
っ
て
起
草
し
た
も
の
で
、
肅
宗
に
對
す
る
金
陵
遷
都
の
建
議
が
主
な
內
容
と
な

っ
て
い
る
。
代
筆
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
上
表
文
の
中
で
「
河
北
で
は
二
つ
の

都
は
破
壞
さ
れ
、
民
衆
が
疲
弊
し
て
い
る
。
し
か
し
江
南
は
侵
攻
を
受
け
て
い
ず
、

豐
か
で
軍
事
力
も
あ
る
。
金
陵
を
都
と
す
れ
ば
、
安
史
の
亂
を
平
定
で
き
る
」
と

い
う
主
張
は
、
李
白
自
身
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
上
表
文
の
最
後
の
方

に
、「
朝
發
白
帝
、
暮
宿
江
陵
」
の
句
が
あ
る
。

「
飛
章
問
安
、
往
復
巴
峽
、
朝
發
白
帝
、
暮
宿
江
陵
。
首
尾
相
應
、
率
然
之

擧
。（
飛
章
安
を
問
い
、
巴
峽
を
往
復
す
る
に
、
朝
に
は
白
帝
を
發
し
、
暮
に
は
江

陵
に
宿
す
。
首
尾
相
應
じ
、
率
然
の
擧
な
り
。）」（
急
ぎ
の
手
紙
で
安
否
を
お
尋
ね
に

な
る
と
し
て
も
、
巴
峽
を
往
復
す
る
の
は
速
く
、
朝
に
白
帝
を
出
發
す
れ
ば
暮
れ
に

は
江
陵
に
泊
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
蜀
と
金
陵
の
間
が
相
應
じ
る
の
は
、
ま
る

で
率
然
と
い
う
常
山
の
蛇（
（2
（

が
、
首
と
尾
を
一
貫
さ
せ
て
攻
擊
す
る
よ
う
な
も
の
で

す
。）

　

こ
こ
で
、
南
京
（
金
陵
）
を
首
都
と
す
る
利
點
の
一
つ
と
し
て
、「
朝
發
白
帝
、
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五

暮
宿
江
陵
」
と
い
う
『
水
經
㊟
』
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
も
し
南
京
が
首
都

と
な
っ
て
肅
宗
が
南
京
に
い
れ
ば
、
蜀
に
滯
在
す
る
上
皇
（
玄
宗
）
と
の
連
絡
が

容
易
に
取
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

永
王
璘
の
軍
隊
に
參
加
し
て
い
た
時
代
に
書
か
れ
た
、
李
白
「
永
王
東
巡
歌　

十
一
首
」
の
四（
（2
（

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
龍
盤
虎
踞
帝
王
州
、
帝
子
金
陵
訪
古
丘
。
春
風
試
暖
昭
陽
殿
、
明
⺼
還
過

鳷鳷
鵲
樓
（
龍
盤
虎
踞
帝
王
の
州
、
帝
子
金
陵
に
古
丘
を
訪
う
。
春
風
試
み
に
暖
か
な

り
昭
陽
殿
、
明
⺼
還
た
過
ぐ
鳷鳷
鵲
樓
）。」

　

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
郭
沫
若
は
、
李
白
が
も
と
も
と
南
京
遷
都
の
主
張
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
詩
に
南
京
の
復
活
を
描
い
て
い
る
、
と
す
る（

（2
（

。
郭
沫
若
の
い

う
よ
う
に
、
南
京
を
首
都
と
す
る
、
と
い
う
構
想
は
、
李
白
が
永
王
の
船
團
に
參

加
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
上
皇
の
い
る
蜀
と
の
連
絡
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
說
の
根
據
と
な
る
、

『
水
經
㊟
』
の
「
朝
發
白
帝
、
暮
宿
江
陵
」
と
い
う
く
だ
り
が
、
こ
の
時
期
に
、

强
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
爲
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
」
が
書
か
れ
た
後
、
豫
想
よ
り
も
重
い
刑
が
確
定
し

て
、
李
白
は
夜
郞
に
流
罪
と
な
る
。

　

次
に
、
刑
が
確
定
し
た
後
、
夜
郞
に
向
か
お
う
と
す
る
と
き
に
作
ら
れ
た
、

「
竄
夜
郞
於
烏
江
留
别
宗
十
六
璟
」「
留
别
龔
處
士
」
の
詩
句
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。「

白
帝
曉
猿
斷
、
黃
牛
過
客
遲
（
白
帝
に
曉
猿
斷
え
、
黃
牛
に
過
客
遲
か
ら
ん
）」

（
こ
れ
か
ら
長
江
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
白
帝
山
で
は
曉
の
猿
が
鳴
き
絕
え
、
黃
牛
山
で

は
舟
行
が
遲
い
こ
と
だ
ろ
う
。）（「
竄
夜
郞
於
烏
江
留
别
宗
十
六
璟
」）

「
我
去
黃
牛
峽
、
遙
愁
白
帝
猿
（
我
は
黃
牛
峽
に
去
り
、
遙
か
に
愁
う
白
帝
の

猿
）」（
私
は
こ
れ
か
ら
黃
牛
峽
に
行
き
、
こ
こ
か
ら
遙
か
か
な
た
で
、
白
帝
山
の
猿

の
鳴
き
聲
を
悲
し
く
聞
く
こ
と
だ
ろ
う
。）（「
留
别
龔
處
士
」）

　

い
ず
れ
も
、
白
帝
と
黃
牛
が
對
語
と
な
っ
て
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
こ

れ
か
ら
三
峽
に
向
か
お
う
と
す
る
前
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
下
り
の

體
驗
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
白
帝
も
黃
牛
も
、
色
彩
の
面
か
ら
對
語
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
さ
わ
し
い
典
故
が
あ
る
か
ら
書
き

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
典
故
と
い
う
の
は
、『
水
經
㊟
』
卷
三
十
四
の
、
白

帝
に
關
す
る
記
事
と
、
次
章
に
述
べ
る
、
や
は
り
卷
三
十
四
に
あ
る
黃
牛
に
關
す

る
記
事
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
竄
夜
郞
於
烏
江
留
别
宗
十
六
璟
」「
留
别
龔
處
士
」「
爲
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
」

の
三
作
品
か
ら
、
李
白
は
、
永
王
璘
の
軍
團
に
參
加
し
て
い
る
と
き
か
ら
、
流
罪

に
な
っ
て
三
峽
を
さ
か
の
ぼ
る
ま
で
、『
水
經
㊟
』
の
「
朝
發
白
帝
、
暮
宿
江
陵
」

と
い
う
記
事
を
强
く
意
識
の
中
に
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
李
白
の
「
早
發
白
帝
城
」
も
、
こ
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
永
王

璘
の
事
件
に
關
連
す
る
時
期
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は

制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
「
Ｂ　
晚
年
、
永
王

の
亂
に
加
擔
し
た
こ
と
か
ら
、
罪
を
得
て
夜
郞
に
流
さ
れ
る
途
中
、
赦
免
に
遇
っ

て
三
峽
か
ら
江
陵
に
歸
る
時
」
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

永
王
璘
の
船
團
に
參
加
し
て
い
る
と
き
に
書
か
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
考
察
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、『
水
經
㊟
』
の
「
朝
發
白
帝
、
暮
宿
江

陵
」
と
い
う
句
を
强
く
意
識
し
て
い
た
、
永
王
璘
の
事
件
に
關
連
す
る
時
期
に
作

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
制
作
時
期
の
議
論
か
ら
離
れ
て
、
本
詩
が
書
か
れ
た
と
き
に
李
白
が
據

っ
て
立
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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こ
れ
ま
で
、
李
白
が
實
際
に
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
を
一
氣
に
下
っ
た
こ
と
は
無

か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
作
品
に
「
早
發

白
帝
城
」
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
、「
朝
辭
白
帝
彩
雲
間
、
千
里
江
陵
一
日
還
」

と
い
う
句
が
あ
る
の
か
。

　

そ
れ
は
、
李
白
が
嚴
密
に
典
故
に
據
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
李
白
は
、
獨

創
性
よ
り
も
、
典
故
を
重
ん
じ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
二
點
を
い
う
こ

と
が
出
來
る
。

　

第
一
に
、
李
白
に
は
、
先
人
や
知
人
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
躊
躇

は
な
い
。

　

李
白
の
七
言
詩
「
山
中
與
幽
人
對
酌
」
の
第
三
句
「
我
醉
欲
眠
卿
且
去
（
我
は

醉
う
た
眠
ら
ん
と
欲
す
卿
且
く
去
れ（
（2
（

）」
は
、『
宋
書
』
卷
九
十
三
「
隱
逸
」「
陶
潛
」

の
「
潛
若
先
醉
、
便
語
客
、
我
醉
欲
眠
卿
可
去
（
潛
若
し
先
に
醉
え
ば
、
便
ち
客
に

語
る
、
我
は
醉
う
た
眠
ら
ん
と
欲
す
卿
去
る
可
し
、
と
）。」
の
陶
潛
の
語
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
用
い
て
い
る
。
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
を
取
っ
て
語
句
を
變
え
て
自
分
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
句
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
典
故
を
重
ん
じ
る

し
、
典
故
に
よ
る
廣
が
り
を
期
待
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も

幾
つ
も
見
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
李
白
は
典
故
に
忠
實
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
典
故
の
な
い
數
字
は
ほ

と
ん
ど
使
わ
な
い（

（2
（

。
三
峽
の
千
里
を
一
日
で
下
る
と
い
う
、
驚
く
よ
う
な
數
字
に

も
典
故
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
水
經
㊟
』
の
、
白
帝
の
記
事
が
あ
る
卷
三
十
四
に
、

　
「
行
者
謠
曰
、
朝
發
黃
牛
、
暮
宿
黃
牛
。
三
朝
三
暮
、
黃
牛
如
故
（
行
者
謠
い
て

曰
く
、
朝
に
黃
牛
を
發
し
、
暮
に
黃
牛
に
宿
る
。
三
朝
三
暮
、
黃
牛
故も
と

の
如
し
）」

　

と
い
う
黃
牛
山
に
つ
い
て
の
歌
が
載
っ
て
お
り
、
先
に
擧
げ
た
李
白
の
五
言
詩

「
上
三
峽
」
の
次
の
よ
う
な
後
半
は
、
こ
の
旅
人
の
歌
に
據
っ
て
い
る
。

　
「
三
朝
上
黃
牛
、
三
暮
行
太
遲
。
三
朝
又
三
暮
、
不
覺
鬢
成
絲
（
三
朝
黃
牛
に
上

り
、
三
暮
行
く
こ
と
太
だ
遲
し
。
三
朝
又
三
暮
、
覺
え
ず
鬢
絲
と
成
る
）」

　

李
白
は
實
際
に
黃
牛
峽
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
の
制
作

時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
れ
は
實
際
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
時
の
作
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
に
は
黃
牛
山
を
通
り
拔
け
る
の
に
、

二
日
で
行
け
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
四
日
以
上
か
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

雨
や
雲
で
黃
牛
山
が
良
く
見
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
そ

う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
詩
で
は
「
三
朝
又
三
暮
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

典
故
を
重
ん
ず
る
か
ら
で
あ
る
。「
三
朝
三
暮
」
と
述
べ
れ
ば
、
詩
の
中
で
、
李

白
の
體
驗
の
裏
に
、
無
數
の
旅
人
の
體
驗
が
重
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
『
水
經
㊟
』
の
記
事
に
よ
る
「
早
發
白
帝
城
」
の
場
合
も
、
自
分

の
體
驗
に
合
わ
せ
て
語
を
入
れ
替
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ

は
、
典
故
を
尊
重
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
分
が
三
峽
を
く
だ
っ
た
と

き
、
船
が
巫
山
か
ら
漢
陽
に
向
か
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
に

あ
る
「
白
帝
」
を
「
巫
山
」
に
變
え
、「
江
陵
」
を
「
漢
陽
」
に
變
え
て
「
早
發

巫
山
」
と
い
う
詩
に
し
て
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
も
じ
っ
て
詩
に
し
よ
う
、
と
い

う
發
想
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
典
故
を
尊
重
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
も
し
そ
う
い
う
實
體
驗
を
語
る
詩
を
作
る
な
ら
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
に
よ

る
詩
と
は
ま
た
別
の
、
自
分
の
作
品
を
作
れ
ば
よ
い
。

　

獨
創
性
、
と
い
う
點
に
關
し
て
は
、
李
白
は
他
の
詩
人
に
拔
き
ん
で
て
い
て
、

追
隨
を
許
さ
な
い
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、『
水

經
㊟
』
の
記
事
を
詩
に
作
ろ
う
、
と
い
う
と
き
に
、
あ
た
か
も
自
分
の
體
驗
を
歌

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
獨
創
性
を
裝
お
う
、
と
い
う
意
識
は
働
か
な
い
の
で



李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

三
七

あ
る
。

　

で
は
次
に
、
本
詩
が
『
水
經
㊟
』
を
越
え
て
、
い
か
に
し
て
作
品
と
な
っ
た
の

か
、
と
い
う
點
に
つ
い
て
考
え
る
。

七
、
構
成
―
ま
と
ま
り
の
良
さ

　

こ
の
作
品
の
特
徵
の
一
つ
と
し
て
、
松
浦
友
久
氏
は
「
作
品
全
體
の
ま
と
ま
り

の
よ
さ
」
を
あ
げ
る（

（2
（

。

　

こ
の
作
品
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

起
句
で
、
旅
の
出
發
點
を
示
す
。
承
句
で
は
、
そ
の
目
的
地
を
述
べ
て
起
句
を

承
け
る
。
轉
句
は
、
突
然
猿
の
鳴
き
聲
と
な
る
。
結
句
で
は
、
船
の
速
さ
に
よ
っ

て
轉
句
を
收
め
る
。
あ
る
い
は
次
の
よ
う
に
も
分
析
で
き
る
。
前
半
は
、
白
帝
か

ら
江
陵
ま
で
の
航
程
を
說
明
す
る
。
後
半
は
、
船
が
一
氣
に
驅
け
拔
け
る
樣
を
描

寫
す
る
。

　

松
浦
氏
の
言
う
「
作
品
全
體
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
」
と
は
、
こ
う
し
た
ま
と
ま

り
の
良
い
構
成
を
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
作
品
が
構
成
上
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
を
示
す
理
由
の
一
つ
と
し

て
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
整
理
し
、
凝
縮
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
リ
ズ
ム
は
よ
い
が
繰
り
﨤
し
が
多
く
說
明
的
な
『
水
經

㊟
』
の
記
事
を
構
成
し
な
お
し
て
、
四
句
に
凝
縮
し
、
絕
句
と
し
て
完
成
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
や
は
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、
李
白
の
次
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

望
廬
山
瀑
布
二
首
之
二（

（3
（
　
　

廬
山
の
瀑
布
を
望
む
二
首
の
二　

李
白

日
照
香
爐
生
紫
煙　
　

日
は
香
爐
を
照
ら
し
て
紫
煙
を
生
ず

遙
看
瀑
布
挂
長
川　
　

遙
か
に
看
る
瀑
布
の
長
川
を
挂
く
る
を

飛
流
直
下
三
千
尺　
　

飛
流
直
下
三
千
尺

疑
是
銀
河
落
九
天　
　

疑
う
ら
く
は
是
れ
銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と

　

起
句
は
、
香
爐
峰
と
い
う
立
地
を
述
べ
、
承
句
は
視
點
の
先
の
瀑
布
を
い
う
。

轉
句
で
直
下
三
千
尺
の
飛
流
を
描
き
、
結
句
で
銀
河
に
な
ぞ
ら
え
て
轉
句
を
收
め

る
。
あ
る
い
は
、
前
半
は
廬
山
瀑
布
の
景
を
說
明
し
、
後
半
に
、
瀑
布
が
一
氣
に

落
ち
る
さ
ま
を
描
寫
す
る
、
と
分
析
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
構
成
は
、「
早

發
白
帝
城
」
と
似
て
、
ま
と
ま
り
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
詩
は
二
首
の
連
作
の
第
二
首
で
あ
り
、
連
作
の
二
首
は
同
時

期
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
首
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

望
廬
山
瀑
布
二
首
之
一（

（3
（
　
　

廬
山
の
瀑
布
を
望
む
二
首
の
一　

李
白

西
登
香
爐
峰
、
南
見
瀑
布
水
。
挂
流
三
百
丈
、
噴
壑
數
十
里
。

歘
如
飛
電
來
、
隱
若
白
虹
起
。
初
驚
河
漢
落
、
半
灑
雲
天
裏
。

仰
觀
勢
轉
雄
、
壯
哉
造
化
功
。
海
風
吹
不
斷
、
江
⺼
照
還
空
。

空
中
亂
潨
射
、
左
右
洗
靑
壁
。
飛
珠
散
輕
霞
、
流
沫
沸
穹
石
。

而
我
遊
名
山
、
對
之
心
益
閑
。
無
論
▼
瓊
液
、
且
得
洗
塵
顏
。

且
諧
宿
所
好
、
永
願
辭
人
間
。（
傍
線
筆
者
）

　

第
一
首
と
第
二
首
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
第
一
首
第
二
首
と
も
に
、
第
一
句
に
、
香
爐
峰
と
い
う
立
地
を
述
べ
、
第

二
句
に
、
視
點
の
先
の
瀑
布
を
い
う
。
こ
の
部
分
の
構
成
は
、
同
じ
で
あ
る
。

　

第
一
首
第
三
句
「
挂
流
（
流
れ
を
挂
く
）」、
第
二
首
第
二
句
「
挂
長
川
（
長
川
を

挂
く
）」、
語
が
ほ
ぼ
似
て
い
る
。

　

第
一
首
第
五
、
六
句
「
歘
如
飛
電
來
、
隱
若
白
虹
起
（
歘
と
し
て
飛
電
の
來
る
が

如
し
、
隱
と
し
て
白
虹
の
起
こ
る
が
若
し
）」
と
い
う
說
明
が
、
第
二
首
第
三
句
に

「
飛
流
直
下
」
と
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
首
第
三
句
「
三
百
丈
」、
第
二
首
第
三
句
「
三
千
尺
」、
語
意
は
同
じ
。

　

第
一
首
第
五
、
六
句
「
初
驚
河
漢
落
、
半
灑
雲
天
裏
（
初
め
は
驚
く　
河
漢
落
ち
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三
八

て
、
半
ば
雲
天
の
裏
よ
り
灑
ぐ
か
と
）」
が
、
第
二
首
第
四
句
「
疑
是
銀
河
落
九
天
」

と
な
る
。
發
想
は
同
じ
で
あ
る
。

　

第
一
首
は
、
こ
の
あ
と
「
壯
哉
造
化
功
（
壯
な
る
か
な
造
化
の
功
）」
と
大
自
然

の
偉
大
さ
に
及
び
、
さ
ら
に
瀑
布
を
描
寫
し
た
後
、「
永
願
辭
人
間
（
永
く
願
う
人

間
を
辭
す
る
を
）」
と
、
廬
山
へ
の
期
望
で
終
わ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
二
首
は
、
第
一
首
の
最
初
の
八
句
を
さ
ら
に
凝
縮
し
た
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
「
望
廬
山
瀑
布
二
首
」
で
、
廬
山
の
瀑
布
の
長
さ
を
三
百
丈
、
三
千
尺
と

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
。
三
千
尺
と
い
え
ば
、
七
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
か
。

廬
山
は
千
五
百
メ
ー
ト
ル
級
の
山
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
落
差
の
瀧
が
實
際
に
廬

山
に
あ
る
も
の
か
。
こ
れ
は
李
白
の
お
お
げ
さ
な
表
現
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、『
水
經
㊟
』
卷
三
十
九
「
廬
江
水
」
に
は
「
廬
山
記
」
を
引
い
て
、

「
白
水
在
黃
龍
、
南
卽
瀑
布
也
。
水
出
山
腹
、
挂
流
三
四
百
丈
（
白
水
黃
龍
に
在
り
、

南
は
卽
ち
瀑
布
な
り
。
水
山
腹
よ
り
出
で
、
流
れ
を
挂
く
三
四
百
丈（
（3
（

）」
と
い
う
。
李
白

が
見
た
瀧
と
同
じ
瀧
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
廬
山
に
三
四
百
丈
の
瀑
布

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
三
百
丈
」
は

李
白
の
創
作
で
は
な
く
、
根
據
の
あ
る
數
字
、
む
し
ろ
控
え
め
な
數
字
で
あ
っ
た
。

　
「
望
廬
山
瀑
布
」
第
二
首
に
は
、
た
し
か
に
天
才
李
白
の
閃
き
が
隨
所
に
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
第
一
首
を
見
れ
ば
、
こ
の
と
き
李
白
に
は
、
觀
察
に

よ
る
樣
々
な
描
寫
、
感
動
に
よ
る
樣
々
な
表
現
、
大
自
然
へ
の
感
慨
、
廬
山
へ
の

期
望
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
望
廬
山
瀑
布
」
詩
の
發
想
に
つ
い
て
は

さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る
が（

（3
（

、
こ
こ
で
㊟
意
し
た
い
の
は
、
第
二
首
の
絕
句

が
、
瀑
布
を
見
た
と
た
ん
に
天
啓
と
し
て
た
ち
ま
ち
閃
い
て
で
き
あ
が
っ
た
の
で

は
無
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
早
發
白
帝
城
」
と
成
り
立
ち
は
異
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、「
望
廬
山
瀑
布
」
第
一
首
や
『
水
經
㊟
』
の
記

事
か
ら
考
え
れ
ば
、
想
像
、
觀
察
、
感
動
、
期
望
、
ま
た
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る

驚
く
よ
う
な
數
字
な
ど
、
大
き
く
廣
が
っ
た
詩
想
が
凝
縮
し
た
結
果
、
第
二
首
が

得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
早
發
白
帝
城
」
に
戾
る
と
、
こ
の
作
品
は
基
本
的
に
は
、『
水
經
㊟
』
の
記
事

を
下
敷
き
に
し
、
そ
こ
に
繰
り
廣
げ
ら
れ
た
說
明
を
構
成
し
な
お
し
、
想
像
を
廣

げ
、
さ
ら
に
凝
縮
し
た
結
果
生
ま
れ
た
と
考
え
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、「
早
發
白
帝
城
」
に
㊒
っ
て
『
水
經
㊟
』
に
は
無
い
語
、
す

な
わ
ち
「
彩
雲
」「
千
里
」「
還
」「
輕
舟
」「
萬
重
」
な
ど
の
語
が
由
っ
て
來
る
淵

源
や
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
感
慨
な
ど
も
本
詩
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
は
論
及
し
き
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
な

る
硏
究
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
は
、
本
詩
か
ら
感
じ
ら
れ
る
體
感
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
多
く
の
㊟
釋
者

が
、
こ
の
詩
は
實
際
に
李
白
が
船
に
乘
っ
て
い
る
と
き
に
作
っ
た
作
品
だ
と
す
る

が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
根
據
と
な
っ
て
い
る
、
本
詩
か
ら
感
じ
ら
れ
る
體
感
で
あ

る（
（3
（

。

八
、
體
感
に
つ
い
て

　

體
感
、
す
な
わ
ち
、
實
體
驗
に
基
づ
い
て
體
に
感
ず
る
感
覺
、
あ
る
い
は
、
實

體
驗
に
基
づ
く
か
の
よ
う
な
感
覺
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

こ
の
作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
感
覺
に
つ
い
て
、
二
つ
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
萬
重
の
山
を
通
り
拔
け
た

安
堵
と
高
揚
感
、
そ
し
て
そ
こ
に
廣
が
る
景
色
で
あ
る
。

　

作
品
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
特
に
後
半
の
二
句
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。
後
半
の
二
句

に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
解
釋
が
行
わ
れ
て
お
り（

（3
（

、「
兩
岸
の
崖
上
、
猿
が
一
聲

啼
い
て
、
未
だ
絕
え
ざ
る
間
に
、
わ
が
舟
は
、
す
で
に
萬
重
の
山
を
過
ぎ
て
し
ま



李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

三
九

っ
た（
（3
（

」
と
い
う
ふ
う
に
譯
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
を
一
日
で

行
く
と
し
て
も
、
萬
重
の
山
を
拔
け
る
に
は
相
當
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
そ

の
間
中
、
猿
の
一
聲
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
現
實
的
で
は
な
い
。

李
白
は
、
非
現
實
的
な
、
あ
る
い
は
根
據
の
な
い
詩
句
を
作
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
譯
に
は
贊
成
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
第
三
句
末
か
ら
第
四
句
は
じ
め
の
「
啼
不
盡
」「
已
過
」
と
た
た
み

か
け
る
動
詞
の
働
き
に
、
こ
う
し
た
譯
さ
え
引
き
出
す
要
素
が
あ
る
。
讀
者
に
ス

ピ
ー
ド
を
體
感
さ
せ
る
語
で
あ
る
。

　
「
啼
不
盡
」、「
猿
は
啼
き
盡
く
さ
ず
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」。「
已
過
」、

「
船
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
た
、
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」。
讀
者
の
腦
裏
に
浮
か

ぶ
光
景
を
想
像
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
耳
に
は
、
猿
の
鳴
き
聲
が
ず
っ
と
、

ま
だ
聞
こ
え
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
船
は
も
う
通
り
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

こ
で
慣
性
の
法
則
が
働
く
と
す
れ
ば
、「
ま
だ
動
い
て
い
る
う
ち
に
、
突
然
終
わ

っ
て
い
た
」
と
い
う
、
つ
ん
の
め
る
よ
う
な
氣
分
が
あ
る
。
快
速
電
車
に
乘
っ
て

い
て
、
急
に
電
車
が
速
度
を
落
と
し
た
時
の
よ
う
な
感
覺
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
第
二
句
に
あ
る
「
千
里
江
陵
一
日
還
」
と
い
う
、『
水
經
㊟
』
由
來

の
說
明
か
ら
だ
け
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
、
非
常
に
巧
み
な
措
辭
と

い
え
る
。
李
白
は
、
實
體
驗
か
ら
か
、
あ
る
い
は
想
像
の
中
で
か
、
ま
だ
ま
だ
續

く
と
思
っ
た
萬
重
の
山
が
も
う
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
、
つ
ん
の
め
る

よ
う
な
氣
分
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
感
覺
を
作
品
に
表
現
し
得

た
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
感
覺
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
第
四
句
の
「
已
過
」
と
い
う
語
に

感
じ
ら
れ
る
、
險
し
い
三
峽
を
無
事
に
通
り
拔
け
た
と
い
う
安
堵
と
、
そ
の
先
に

廣
が
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
見
晴
る
か
す
平
野
の
廣
々
と
し
た
感
覺
で
あ
る
。

　

長
江
の
場
合
、
宜
昌
を
拔
け
て
江
陵
あ
た
り
ま
で
く
る
と
、
見
事
な
平
野
が
廣

が
る
。
實
際
に
體
驗
す
る
と
、
こ
れ
は
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。
海
に
至
る
ま
で
、

そ
の
下
流
に
は
、
兩
岸
に
廹
っ
て
天
を
お
お
う
よ
う
な
高
峻
な
山
々
は
、
も
は
や

な
い
。
荒
ぶ
る
峽
谷
を
「
す
で
に
通
り
拔
け
た
」「
よ
う
や
く
通
り
拔
け
た
」。
こ

こ
か
ら
は
、
廣
野
の
中
を
滔
滔
と
流
れ
る
大
河
に
身
を
任
せ
て
行
け
ば
よ
い
。
三

峽
を
通
っ
て
、
長
江
を
下
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
な
ら
、
な
お
の
こ
と
い
だ
く
安
堵

と
高
揚
感
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
章
で
は
、
こ
の
作
品
か
ら
讀
者
が
ス
ピ
ー
ド
感
や
高
揚
感
と
い
っ
た
體
に

感
じ
る
感
覺
を
得
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
李
白
自
身
が
快
速
船
に
乘
っ
て
い
る

と
き
に
天
啓
の
よ
う
に
落
ち
て
き
た
閃
き
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
、
詩
人
李
白
に
よ
る
巧
み
な
構
成
と
措
辭
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

九
、
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
す
で
に
、
こ
の
作
品
に
關
連
し
て
『
水
經
㊟
』
の
記
事
が
擧
げ
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
本
詩
に
關
す
る
議
論
は
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を

論
ず
る
こ
と
な
く
、
李
白
が
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
一
日
で
下
っ
た
こ
と
は
自
明
の

こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

本
論
で
は
、
果
た
し
て
李
白
が
體
驗
の
み
か
ら
こ
の
作
品
を
作
っ
た
の
か
、
と

い
う
疑
問
を
手
掛
か
り
に
、
樣
々
な
角
度
か
ら
作
品
の
發
想
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
。

　

本
詩
は
、
白
帝
か
ら
江
陵
に
下
る
輕
舟
の
中
で
、
天
啓
の
よ
う
に
閃
い
て
た
ち

ま
ち
の
う
ち
に
作
ら
れ
た
作
品
で
は
な
い
。
詩
の
素
材
は
す
べ
て
、『
水
經
㊟
』

の
記
事
の
中
に
あ
る
。
第
一
句
の
出
發
、
第
二
句
の
航
程
、
第
三
句
の
猿
聲
、
第

四
句
の
重
な
る
山
々
は
、
す
べ
て
『
水
經
㊟
』
の
記
事
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
白
帝
か
ら
江
陵
ま
で
の
千
里
も
の
航
程
が
わ
ず
か
一
日
だ
と
い
う
本
詩
の
主
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題
も
、『
水
經
㊟
』
の
中
に
あ
る
。

　

李
白
が
少
な
く
と
も
二
囘
は
三
峽
を
下
っ
た
經
驗
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
か
ら
考
え
て
も
、
李
白
の
傳
記
を
見

て
も
、
李
白
が
實
際
に
白
帝
か
ら
江
陵
に
下
る
輕
舟
に
乘
っ
た
可
能
性
は
低
い
。

こ
の
詩
は
、
基
本
的
に
は
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
構
成
し
な
お
し
凝
縮
し
て
作
ら

れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
の
際
、
李
白
は
、
典
故
に
嚴
密
に
據
る
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
た
。『
水
經

㊟
』
の
記
事
を
詩
に
作
ろ
う
、
と
い
う
と
き
に
、
あ
た
か
も
自
分
の
體
驗
を
歌
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
獨
創
性
を
裝
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
本
詩
が
「
朝
辭

白
帝
」
と
、『
水
經
㊟
』
の
「
朝
發
白
帝
」
と
い
う
句
を
な
ぞ
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
始
ま
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

本
詩
が
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
越
え
て
名
作
と
な
っ
た
要
素
は
、
そ
の
巧
み
な

構
成
力
と
見
事
な
措
辭
に
あ
る
。
前
半
に
說
明
を
置
い
て
後
半
の
描
寫
に
持
ち
込

む
構
成
、
後
半
の
「
啼
不
盡
」「
已
過
」
と
い
う
動
詞
の
使
い
方
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
自
ら
が
三
峽
を
下
っ
た
よ
う
な
感
覺
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三

峽
の
山
あ
い
を
行
く
ス
ピ
ー
ド
感
、
通
り
拔
け
た
と
き
の
高
揚
感
を
表
現
し
、
そ

し
て
、
そ
の
感
動
を
讀
者
に
共
㊒
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
本

詩
は
名
作
と
い
う
高
い
評
價
を
得
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
。

　

李
白
「
早
發
白
帝
城
」
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
、
本
論
が
そ
の
發
想
を

解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

㊟（
1
）　
『
四
部
叢
刊
』
三
編
子
部
『
太
平
御
覽
』（
靜
嘉
堂
宋
刊
本
）
に
よ
る
。

（
2
）　

靜
嘉
堂
本
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
十
（
平
岡
武
夫
『
唐
代
硏
究
の
し
お
り
第
九　

李
白
の
作
品　

資
料
』
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所　
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
。
題

下
㊟
に
「
一
作
白
帝
下
江
陵
」。
末
句
㊟
に
「
一
作
須
臾
過
却
萬
重
山
」
と
あ
る
。

　

元
・
楊
齊
賢
集
㊟　

元
・
蕭
士
贇
補
㊟
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
卷
二
十
二
（
景

蕭
山
朱
氏
藏
明
郭
雲
鵬
刊
本
）（『
四
部
叢
刊
』
初
編
所
收
）、
楊
齊
賢
集
註　

蕭
士

贇
補
㊟
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
集
』
卷
二
十
二
（
霏
玉
齋
校
刻
）、
淸
・
王
琦
輯
註

『
李
太
白
文
集
』
卷
二
十
二
（
寶
笏
樓　
乾
隆
二
十
四
年
序
刊
本
）、『
李
太
白
文
集
』

卷
二
十
（
繆
曰
芑
重
刊
宋
本
）
も
同
じ
。

　

當
塗
本
『
李
翰
林
集
』
卷
十
九
（
黃
山
書
社
出
版
（
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
玉
海

堂
・
光
緖
三
四
年
刊
『
景
宋
咸
淳
本
李
翰
林
集
』）
は
、
題
名
を
「
白
帝
下
江
陵
」

と
し
、
末
句
を
「
須
臾
過
却
萬
重
山
」
と
す
る
。

　

明
・
高
棅
『
唐
詩
品
彚彚
』
卷
四
十
七
（『
四
庫
全
書
』）、
明
・
李
攀
龍
『
古
今
詩

刪
』
卷
二
十
一
（『
四
庫
全
書
』）、
淸
・
曾
國
藩
輯
『
十
八
家
詩
鈔
』
卷
二
十
六

（『
四
部
備
要
』）、
淸
・
孫
洙
（
蘅
塘
退
士
）
輯
『
唐
詩
三
百
首
㊟
疏
』
卷
六
（
聚
錦

堂
刊　
衟
光
十
七
年
序
）、
明
・
蔣
一
葵
箋
釋
『
唐
詩
選
』
卷
七
は
、
第
三
句
末

「
盡
」
を
「
住
」
と
す
る
。
淸
・
王
翼
雲
註
『
古
唐
詩
合
解
箋
註
』
卷
五
（
㊒
益
堂

藏
版　

光
緖
十
三
年
）
は
、
題
を
「
下
江
陵
」
と
し
、
第
三
句
末
「
盡
」
を
「
住
」

と
す
る
。

　

題
名
を
「
白
帝
下
江
陵
」
と
し
た
場
合
は
、「
早
發
白
帝
城
」
よ
り
も
說
明
的
に

述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
作
品
の
內
容
に
則
し
て
い
る
。

　

第
三
句
に
つ
い
て
、
管
見
す
る
所
、
李
白
の
全
集
は
「
啼
不
盡
」
と
し
、
唐
詩
の

選
集
は
「
啼
不
住
」
と
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。「
盡
」「
住
」
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
猿
が
鳴
き
や
ま
な
い
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
作
品
全
體

の
意
味
に
大
き
な
違
い
を
與
え
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
本
論
で
は
底
本
の
「
啼
不

盡
」
に
よ
っ
て
論
を
進
め
る
。

　

第
四
句
を
「
須
臾
過
却
萬
重
山
（
あ
っ
と
い
う
間
に
多
く
の
重
な
る
山
を
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
っ
た
）」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
は
少
な
い
が
、
宋
本
に
㊟
記
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
句
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
猿
が
鳴



李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

四
一

き
や
ま
な
い
う
ち
に
山
々
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
作
品
全
體
の
意
味

に
大
き
な
違
い
を
與
え
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
本
論
で
は
底
本
の
「
輕
舟
已
過
萬

重
山
」
に
よ
っ
て
論
を
進
め
る
。

　

本
論
で
扱
う
李
白
の
詩
は
靜
嘉
堂
本
『
李
太
白
文
集
』
に
よ
る
。

（
3
）　

明
・
胡
應
麟
『
詩
藪
』
外
編
卷
四
「
正
如
朝
辭
白
帝
、
乃
太
白
絕
句
中
之
絕
出
者

（
正
に
朝
辭
白
帝
の
如
き
は
、
乃
ち
太
白
絕
句
中
の
絕
出
す
る
者
な
り
）」（
廣
雅
書

局　

光
緖
二
二
年
）

淸
・
沈
德
潛
編
『
唐
詩
別
裁
集
』
卷
二
十
「
寫
出
瞬
息
千
里
、
若
㊒
神
助
（
瞬
息
千

里
を
寫
し
出
し
て
、
神
助
㊒
る
が
若
し
）」（
敎
忠
堂
重
訂
本　

乾
隆
二
八
年
。
中
華

書
局
（
一
九
七
五
年
）
影
印
二
六
五
頁
）

（
4
）　

松
浦
友
久
編
『
唐
詩
解
釋
辭
典
』（
大
修
館
書
店　
一
九
八
七
年
）
七
〇
一
頁
、
擔

當
・
稻
畑
耕
一
郞
。

（
5
）　

石
川
忠
久
著
『
漢
詩
の
世
界
』（
大
修
館
書
店　
一
九
七
五
年
初
版　
一
九
八
三
年

十
三
版
）
八
五
頁
「
兩
岸
の
猿
の
聲
は
、
腸
に
し
み
入
る
よ
う
に
响
き
ま
す
。（
略
）

こ
の
悲
し
い
猿
の
聲
が
こ
の
詩
に
ど
う
い
う
效
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

こ
こ
に
そ
こ
は
か
と
な
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
ず
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
い
よ
い
よ

こ
こ
か
ら
先
は
中
國
の
中
心
部
へ
出
て
ゆ
く
、
蜀
の
山
國
よ
さ
よ
う
な
ら
、
と
い
う

氣
分
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
體
に
み
な
ぎ
る
力
感
と
、
こ
の
鄕
愁
か
ら
、
私
は

ど
う
も
、
二
五
歲
の
、
初
め
て
蜀
を
出
る
時
の
作
、
と
見
た
い
の
で
す
。」

（
6
）　

郭
沫
若
『
李
白
與
杜
甫
』（
人
民
文
學
出
版
社　
一
九
七
一
年
）
七
七
頁
「
他
們
都

忽
略
了
第
二
句
的
一
個
「
還
」
字
和
第
四
句
的
「
已
過
」
兩
個
字
。
那
明
明
是
遇
赦

東
下
、
過
了
三
峽
、
囘
到
了
荊
州
時
做
的
。」

（
7
）　

中
島
敏
夫
編
『
中
國
の
名
詩
鑑
賞
五
』（
明
治
書
院　
一
九
七
八
年
初
版
一
九
八
七

年
第
三
版
）
六
一
頁
「
た
と
え
ば
李
白
に
「
巴
東
自
り
舟
行
し
て
瞿
塘
縣
を
經
て
巫

山
の
最
高
峰
に
登
り
、
晚
、
還
り
て
、
壁
に
題
す
」
と
い
う
長
篇
詩
が
あ
る
。
そ
の

他
、
こ
の
邊
り
で
詠
ま
れ
た
詩
は
多
い
。
そ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、
全
國
各
地
の
名

山
と
い
う
名
山
に
登
っ
て
い
る
李
白
で
あ
る
、
流
刑
の
途
中
に
で
は
な
く
、
こ
の
巫

山
に
も
登
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
穩
當
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
時
期

は
お
そ
ら
く
李
白
の
安
陸
時
代
（
二
十
七
歲
こ
ろ
よ
り
約
十
年
）
で
あ
る
可
能
性
が

大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
早
發
白
帝
城
」
の
詩
も
そ
の
巫
山
登
峰
の
詩
と
同

じ
と
き
作
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。」

（
8
）　

李
從
軍
『
李
白
考
異
錄
』（
齊
魯
書
社　
一
九
八
六
年
）
九
一
頁
「
此
詩
應
爲
第
二

次
出
蜀
還
家
安
陸
之
作
。
詩
中
那
種
歡
快
跳
動
的
喜
悅
與
李
白
卽
將
見
到
離
別
五
載

妻
子
的
心
情
是
很
相
符
的
。」

（
9
）　

前
野
直
彬
編
『
唐
詩
鑑
賞
辭
典
』（
東
京
堂
出
版　
一
九
七
〇
年
初
版
一
九
七
二
年

三
版
）
二
八
〇
頁
「
こ
の
詩
の
制
作
期
に
關
し
て
は
二
說
あ
る
。（
略
）
だ
が
こ
れ

ら
の
說
は
要
す
る
に
、
李
白
の
判
明
し
た
生
涯
の
う
ち
で
確
實
に
こ
こ
を
通
っ
た
と

な
し
得
る
の
は
こ
の
二
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。「
還
」
の
一

字
で
そ
れ
が
ど
ち
ら
か
に
決
ま
る
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。」（
擔

當
・
中
島
敏
夫
）

（
10
）　
『
四
部
叢
刊
』
初
編
『
水
經
㊟
』
に
よ
る
。「
或
王
命
急
宣
」
の
句
に
「
案
近
刻
脫

或
字
」
と
㊟
す
る
。
以
後
の
『
水
經
㊟
』
の
記
事
は
こ
の
本
に
よ
る
。

　

な
お
前
揭
『
李
太
白
文
集
』
王
琦
㊟
は
『
水
經
㊟
』
の
「
暮
到
江
陵
」
を
「
暮
宿

江
陵
」
と
し
「
不
以
疾
也
」
を
「
不
加
疾
也
」
と
し
、
中
間
を
略
す
。

（
11
）　

前
揭
『
唐
詩
選
』
は
、
㊟
に
『
水
經
㊟
』
と
共
に
『
荊
州
記
』
の
名
を
擧
げ
る
。

本
文
第
二
章
に
引
用
し
た
『
水
經
㊟
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
、『
太
平
御
覽
』

卷
五
十
三
が
引
用
す
る
劉
宋
・
盛
宏
之
『
荊
州
記
』
に
あ
る
。
小
尾
郊
一
『
中
國
文

學
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
觀
』（
岩
波
書
店　
一
九
六
二
年
初
版　
一
九
七
二
年
第

三
刷
）
四
三
〇
頁
は
、
こ
の
記
事
に
相
當
す
る
『
荊
州
記
』
の
記
事
を
擧
げ
て
、

「
こ
の
記
事
は
、「
水
經
、
江
水
㊟
」
に
、
そ
の
ま
ま
盛
宏
之
の
名
を
出
さ
ず
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
る
。

　

次
に
、『
太
平
御
覽
』
に
よ
っ
て
『
荊
州
記
』
の
該
當
す
る
部
分
を
記
し
、
あ
わ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

四
二

せ
て
『
水
經
㊟
』
の
記
事
と
の
異
同
を
示
す
。
傍
線
の
語
が
、『
水
經
㊟
』
で
は

［　

］
內
の
語
と
な
っ
て
い
る
。［　

］
內
に
（
無
し
）
と
し
た
語
は
『
水
經
㊟
』
に

無
く
、（
增
字
）
と
し
た
語
は
『
水
經
㊟
』
に
の
み
あ
る
。

　
「
唯
［
自
］
三
峽
七
百
里
中
、
兩
岸
連
山
、
略
無
闕
處
。
重
巖
疊
嶂
、
隱
天
蔽
日
、

自
非
停
午
夜
分
、
不
見
日
［
曦
］
⺼
。
至
於
［
于
］
夏
水
襄
陵
、
沿
泝
阻
絕
、
或
王

命
急
宣
、
㊒
時
云
［（
無
し
）］
朝
發
白
帝
、
暮
至
［
到
］
江
陵
。
其
間
一
［（
無

し
）］
千
二
百
里
。
雖
乘
奔
御
風
、
不
爲
［
以
］
疾
也
。
春
冬
之
時
、
則
素
湍
渌渌

［
綠
］
潭
、
𢌞
淸
到
［
倒
］
影
、
絕
巘
多
生
檉
［
怪
］
栢
［
柏
］、
懸
泉
瀑
布
、
飛

［
漱
（
增
字
）］
其
間
。
淸
榮
峻
茂
、
良
多
雅
趣
［
趣
味
］。
每
［
至
（
增
字
）］
晴
初

霜
旦
、
林
寒
澗
肅
、
常
㊒
髙
猿
長
嘯
、
屬
引
凄
異
、
空
岫
［
谷
］
傳
响
、
哀
轉
久
絕
。

故
漁
者
歌
曰
、
巴
東
三
峽
巫
峽
長
、
猿
鳴
三
聲
淚
沾
裳
。」

　

こ
の
部
分
に
關
し
て
、『
水
經
㊟
』
の
記
事
も
『
荊
州
記
』
の
記
事
も
、
內
容
に

大
き
な
隔
た
り
は
な
い
。
ま
た
、
兩
者
と
も
、
唐
代
の
本
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
李

白
の
當
時
、
通
行
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
北
周
・
庾
信
『
庾
子
山
集
』（『
四
部
叢
刊
』）
卷
十
三
「
周
大
將
軍
司
馬

裔
碑
」
及
び
同
卷
十
四
「
周
柱
國
大
將
軍
紇
于
弘
神
衟
碑
」
に
「
朝
發
白
帝
、
暮
宿

江
陵
」
の
句
が
見
ら
れ
る
。
當
時
こ
の
二
句
が
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

李
白
が
ど
の
本
を
見
た
の
か
、
決
め
手
は
な
い
。
本
論
で
は
、
王
琦
㊟
他
多
く
の

㊟
が
引
く
『
水
經
㊟
』
の
記
事
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
12
）　

久
保
天
隨
譯
註
『
李
白
全
詩
集
下
卷
』（『
續
國
譯
漢
文
大
成
』
文
學
部　
國
民
文

庫
刊
行
會　
自
一
九
二
八
年
至
一
九
三
二
年
）
三
二
〇
頁
、
瞿
蛻
園
等
校
㊟
『
李
白

集
校
㊟
』（
里
仁
書
局
一
九
八
一
年
）
一
二
八
一
頁
、
詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
㊟

彙
釋
集
評
』
卷
二
十
（
百
花
文
藝
出
版
社　
一
九
九
六
年
）
三
一
三
一
頁
、
安
旗
主

編
『
李
白
全
集
編
年
㊟
釋
』（
巴
蜀
書
社　
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
一
一
頁
、
郁
賢
皓
校

㊟
『
李
太
白
全
集
校
㊟
』
卷
十
九
（
鳳
凰
出
版
社　
二
〇
一
五
年
）
二
七
三
六
頁
。

　

稻
畑
耕
一
郞
は
前
揭
『
唐
詩
解
釋
辭
典
』
で
語
釋
に
『
水
經
㊟
』
の
記
事
を
引
用

し
、
七
〇
一
頁
に
「
李
白
の
こ
の
詩
が
、
作
者
の
實
體
驗
に
卽
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
同
時
に
そ
の
表
現
に
お
い
て
は
『
水
經
㊟
』、
あ
る

い
は
『
荊
州
記
』
を
典
據
と
し
た
と
思
わ
れ
る
點
が
多
い
。」
と
述
べ
る
。

（
13
）　

李
白
詩
の
「
彩
雲
」
に
、
王
琦
は
「
巫
山
の
雲
」
と
い
う
㊟
を
付
け
る
。

『
李
太
白
集
㊟
』
卷
二
十
二
「
早
發
白
帝
城
」
㊟
「
琦
按
白
帝
城
在
䕫䕫
州
奉
節
縣
、

與
巫
山
相
近
。
所
謂
彩
雲
正
指
巫
山
之
雲
也
（
琦
按
ず
る
に
白
帝
城
䕫䕫
州
奉
節
縣
に

在
り
、
巫
山
と
相
近
し
。
所
謂
彩
雲
正
に
巫
山
の
雲
を
指
す
）。」

　

巫
山
の
朝
雲
傳
說
は
『
水
經
㊟
』
卷
三
十
四
の
白
帝
の
記
事
の
す
ぐ
前
に
あ
る
。

「
彩
雲
」
は
こ
の
傳
說
と
直
接
の
關
わ
り
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、『
水
經
㊟
』
を

讀
ん
で
い
る
時
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
殘
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
14
）　

稻
畑
耕
一
郞
は
、
前
揭
『
唐
詩
解
釋
辭
典
』
七
〇
一
頁
で
、
語
釋
に
『
水
經
㊟
』

の
こ
の
一
節
を
引
用
し
た
う
え
で
、「「
啼
不
盡
」
の
意
味
を
判
斷
す
る
上
で
も
、
參

考
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
る
。

（
15
）　
『
文
選
』（
中
華
書
局　
一
九
九
七
年　
胡
刻
本
影
印
）
に
よ
る
。

（
16
）　
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
卷
二
十
五
（『
四
部
叢
刊
』）

（
17
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十
二

（
18
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
十

（
19
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
「
我
行
巫
山
渚
、
尋
古
登
陽
臺
。
天
空
綵
雲
滅
、
地
遠
淸

風
來
。
神
女
去
已
久
、
襄
王
安
在
哉
。
荒
淫
竟
淪
沒
、
樵
牧
徒
悲
哀
（
我
巫
山
の
渚

を
行
き
、
古
を
尋
ね
て
陽
臺
に
登
る
。
天
空
し
く
綵
雲
滅
し
、
地
遠
く
淸
風
來
る
。

神
女
去
り
て
已
に
久
し
、
襄
王
安
く
に
在
る
哉
。
荒
淫
竟
に
淪
沒
し
、
樵
牧
徒
ら
に

悲
哀
す
）。」

（
20
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十
二

（
21
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十

（
22
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十
八



李
白
「
早
發
白
帝
城
」
の
發
想

四
三

（
23
）　

管
見
す
る
所
「
白
帝
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
作
品
は
次
の
六
首
で
あ
る
。

「
竄
夜
郞
於
烏
江
留
别
宗
十
六
璟
」（『
李
太
白
文
集
』
卷
十
三
）、「
留
别
龔
處
士
」

（『
李
太
白
文
集
』
卷
十
三
）、「
爲
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
」（『
李
太
白
文
集
』
卷
二
十

六
）、「
荊
州
歌
」（『
李
太
白
文
集
』
卷
四
）、「
巫
山
枕
障
」（『
李
太
白
文
集
』
卷
二

十
三
）、「
江
上
寄
巴
東
故
人
」（『
李
太
白
文
集
』
卷
十
二
）

　

本
論
で
取
り
上
げ
た
三
首
以
外
の
「
荊
州
歌
」「
巫
山
枕
障
」「
江
上
寄
巴
東
故

人
」
の
中
で
、
白
帝
は
、
三
峽
を
說
明
す
る
た
め
の
地
名
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
本
論
の
論
旨
と
は
關
係
が
な
い
。
本
論
で
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ
と
は

無
い
。

（
24
）　
『
孫
子
』「
九
地
」「
率
然
者
常
山
之
虵
也
（
略
）
擊
其
中
則
首
尾
俱
至
（
率
然
は

常
山
の
虵
な
り
（
略
）
其
中
を
擊
て
ば
則
ち
首
尾
俱
に
至
る
）。」
に
よ
る
。

（
25
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
七

（
26
）　

郭
沫
若
、
前
揭
書
五
九
頁
「
李
白
本
㊒
遷
都
金
陵
的
主
張
、
故
加
意
寫
出
金
陵
的

復
活
。」

（
27
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
十
一

（
28
）　
「
李
白
の
詩
中
の
數
字
の
ほ
と
ん
ど
は
、
傳
統
的
な
詩
語
の
用
法
を
引
き
繼
い
で

い
た
。
李
白
以
前
の
詩
文
に
全
く
な
い
、
破
天
荒
な
詩
語
の
用
法
は
、
李
白
の
好
む

所
で
は
な
い
。」（
市
川
桃
子
「
李
白
「
白
髮
三
千
丈
」
の
意
味
と
數
字
の
用
法
」

『
石
川
忠
久
先
生
星
壽
記
念
論
文
集　

菊
を
採
る
東
籬
の
下
』（
汲
古
書
院　
二
〇
二

一
年
）
一
九
二
頁
）

（
29
）　

松
浦
友
久
『
李
白
―
詩
と
心
象
―
』（
現
代
敎
養
文
庫　
社
會
思
想
社　
一
九
七
〇

年
）
三
五
頁
「
作
品
全
體
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
」

（
30
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十
九
。
結
句
「
九
」
の
下
に
「
一
作
半
」、
句
末
に
「
一
本
題

云
望
廬
山
香
爐
峰
瀑
布
、
曰
、
廬
山
上
與
星
斗
連
、
日
照
香
爐
生
紫
煙
、
下
兩
句

同
」
と
㊟
す
る
。

（
31
）　
『
李
太
白
文
集
』
卷
十
九
。
題
下
に
「
尋
陽
」
と
注
す
る
。「
見
」
の
下
に
「
一
作

望
」、「
丈
」
の
下
に
「
一
作
三
千
匹
」、「
電
」
の
下
に
「
一
作
練
」、「
河
漢
」
の
下

に
「
一
作
銀
河
」、「
裏
」
の
下
に
「
一
作
半
潟
金
潭
裏
」、「
江
」
の
下
に
「
一
作

山
」、「
人
間
」
の
下
に
「
一
作
集
譜
宿
所
好
、
永
不
歸
人
間
」
と
㊟
す
る
。

（
32
）　

前
揭
四
部
叢
刊
本
に
よ
る
。
前
揭
王
琦
㊟
本
の
題
下
㊟
に
も
記
さ
れ
る
。

（
33
）　
『
水
經
㊟
』
卷
三
十
九
「
廬
江
水
」
に
は
「
上
望
之
連
天
、
若
曳
飛
練
于
霄
中
矣

（
上
に
之
を
望
め
ば
天
に
連
な
り
、
飛
練
を
霄
中
に
曳
く
が
若
き
な
り
）。」
と
い
う

描
寫
が
あ
る
。「
望
廬
山
瀑
布
」
の
發
想
と
『
水
經
㊟
』
の
關
り
に
つ
い
て
は
、
別

の
機
會
に
考
え
て
み
た
い
。

（
34
）　

前
揭
『
唐
詩
解
釋
辭
典
』
七
〇
三
頁
に
、「
作
詩
の
地
點
。
Ａ　

江
陵
に
下
る
舟

の
中
。
Ｂ　

江
陵
に
着
い
た
後
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
稻
畑
耕
一
郞
は
こ

れ
に
關
し
て
「
輕
快
な
テ
ン
ポ
の
詩
で
あ
り
、
急
流
を
下
る
舟
の
中
で
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
た
方
が
、
一
層
の
臨
場
感
が
傳
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、

そ
の
場
合
で
も
、
江
陵
に
つ
い
て
か
ら
、
完
成
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
詩
想
は
明
ら
か
に
舟
の
中
の
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
舟
中
で
の
作
と
し
て
鑑

賞
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
記
す
。

（
35
）　

こ
れ
ら
の
說
に
つ
い
て
は
、
前
揭
書
『
唐
詩
解
釋
辭
典
』
七
〇
〇
頁
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

（
36
）　

久
保
天
隨
、
前
揭
書
三
二
一
頁
。「
餘
論
」
に
「
猿
の
一
聲
啼
き
止
ま
ぬ
間
に
、

萬
重
の
山
を
過
ぎ
た
と
い
ふ
の
は
、
迅
速
の
極
で
、
そ
の
詩
筆
は
、
風
雨
を
驚
か
し

て
、
鬼
神
を
泣
か
し
め
る
。」
と
あ
る
。


